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【科目】電子情報工学実験実習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・3 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・3 年次
【担当教員】

木村 真也
鶴見 智
大墳 聡

【授業目標・教育方針】
電子情報工学科の専門科目に関連した実験を行い，講義の理解を助けるとともに，各種実験のやり方・測定法などを
習得する．

【授業概要】
1 年後期の実験と同様に，電気・電子回路関係，マイコン関係，論理回路関係および情報処理関係のテーマについて
実験を実験室で行い，結果を考察してレポートを提出する．
実験は，10 グループに分かれ，半期で 8 ～ 10 テーマをグループごとのローテーションで行う．
前期期末には実験に関する発表会を行う．

【教科書・教材・参考書 等】
実験前の説明会で各実験に関するテキストを配布．

【メッセージ】
報告書は期限を厳守で提出すること．
自主的に実験を進められるように，実験内容を各自理解してから臨むこと．

【成績評価方法】
［前期］
・実験の取り組み方，積極性，役割等　　　　25%
・実験報告書の内容・実験報告書の提出状況　20%
・発表態度・発表内容　　　　　　　　　　　5%
［後期］
・実験の取り組み方，積極性，役割等　　　　25%
・実験報告書の内容・実験報告書の提出状況　25%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：電子情報工学実験実習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 2 回 前期実験説明会 各実験テーマの目的・原理・実験方法等について説明
を受ける．

第 3 回～第 13 回 実習 前期実験テーマ一覧
１．トランジスタの増幅特性
２．プレゼンテーション入門
３．DTL 回路
４．波形変換・操作回路
５．マイコン (3) ---RS-232C---
６．文字列探索
７．3 次元関数のグラフ表示 [2 週 ]
８．再帰プログラミング実習 [2 週 ]
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第 14 回 発表練習 発表会に向けて練習をする．
第 15 回 発表会 各実験テーマについてグループごとに発表する．
第 16 回～第 18 回 後期実験説明会 各実験テーマの目的・原理・実験方法等について説明

を受ける．
第 19 回～第 30 回 実習 後期実験テーマ一覧

１．ディジタル IC の特性
２．LC フィルタの特性
３．トランジスタの h 定数
４．HTML 言語実習 (2)
５．順序回路設計製作 [4 週 ]
６．UNIX シェルプログラミング入門 [2 週 ]
７．C 言語による機械制御
８．整流回路
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